
35 季刊  　　 　　　　　　Vol.19 34季刊  　　 　　　　　　Vol.19

これまで鉄道、船、橋、缶、車などを
テーマに特集を組んできました。
右記二次元コードよりバックナンバーを
ご覧いただけます。

読者アンケートはWebでも
受け付けています。広報誌 無料で定期送付します広報誌 バックナンバー

Nwes Clip日本製鉄グループの動き

ご希望の方は右記二次元コードより
お申し込みください。

右記二次元コードより
アクセスしてください。
毎号抽選で5名様に
商品券2,000円をプレゼント!

第
34
回 

日
本
製
鉄
音
楽
賞
に
お
い
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
金か

な
が
わ川
真ま

ゆ
み弓
氏
、

特
別
賞
に
は
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平ひ

ら
い井
滿み

つ
る

氏
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
３
月
18
日
、
本
社
に
て
実
施
。
受
賞
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
７
月
11
日
に
開
催
予
定
で
す
。

日
本
製
鉄
と
、
日
本
製
鉄
の
子
会
社
で
あ
る

日
鉄
神
鋼
シ
ャ
ー
リ
ン
グ（
株
）（
N
S
S
）と
日

鉄
物
産（
株
）の
2
社
、
お
よ
び
日
鉄
物
産
の
子

会
社
で
あ
る
三
橋
鋼
材（
株
）は
、
三
橋
鋼
材
の

鋼
材
加
工
事
業
を
本
年
7
月
1
日
を
効
力
発
生

日
と
し
て
会
社
分
割
の
方
法
に
よ
り
N
S
S
に

承
継
す
る
こ
と
の
検
討
に
係
る
基
本
合
意
書
を

締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
本
会
社
分
割
に
係
る

契
約
書
を
締
結
す
る
べ
く
、
本
会
社
分
割
の
具

体
的
方
法
、
条
件
お
よ
び
内
容
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、
三
橋
鋼
材
の
現
拠
点
は
閉
鎖
し
、
三
橋

鋼
材
の
従
業
員
は
現
行
の
労
働
条
件
で
N
S
S

へ
移
籍
、
同
社
の
一
部
設
備
に
つ
い
て
も
N
S
S

へ
の
移
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

本
会
社
分
割
に
よ
り
、
最
適
な
生
産
・
稼
動

体
制
の
構
築
を
図
り
、需
要
変
動
に
備
え
た
グ
ル
ー

プ
経
営
基
盤
の
一
層
の
強
化
と
関
西
地
区
に
お
け

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
顧
客
・
市
場
対
応
力
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
意
匠
性
チ
タ
ン TranTixxii ®

（
ト
ラ
ン
テ
ィ
ク
シ
ー
）が
、
こ
の
た
び
、
国
際
的

な
デ
ザ
イ
ン
賞「iF

デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
４
」を

受
賞
し
ま
し
た
。
チ
タ
ン
の
備
え
る
素
材
特
性
に
、

独
自
技
術
で
美
し
さ
と
優
れ
た
環
境
性
能
を
加
え

た
開
発
商
品
が
高
評
価
を
得
て
、
非
鉄
金
属
素
材

と
し
て
世
界
初
の
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

iF

デ
ザ
イ
ン
賞
は
、ド
イ
ツ
のiF International 

Forum
 D

esign

が
主
催
す
る
国
際
的
に
権
威
の

あ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
賞
で
、
ア
メ
リ
カ
の

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
賞
、
ド
イ
ツ
の
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・
デ
ザ

イ
ン
賞
と
並
び「
世
界
3
大
デ
ザ
イ
ン
賞
」と
称
さ

れ
ま
す
。
意
匠
性
チ
タ
ンTranTixxii

の
受
賞
は
、

日
本
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
、
レ
ッ
ド
ド
ッ
ト
・

デ
ザ
イ
ン
賞
に
続
く
、
国
際
デ
ザ
イ
ン
賞
の
受
賞

と
な
り
ま
す
。

Super COURSE50試験炉
世界最高水準となる高炉ＣＯ２排出量33％削減

第
34
回 

日
本
製
鉄
音
楽
賞

受
賞
者
発
表 日

鉄
神
鋼
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
と

三
橋
鋼
材
と
の
会
社
分
割
に

関
す
る
基
本
合
意
書
の
締
結
に

つ
い
て

意
匠
性
チ
タ
ンTranTixxii ®

が

「iF

デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
４
」受
賞

3
件
の
J
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
を
取
得

第
70
回
大
河
内
賞「
大
河
内
記
念
生
産
賞
」を
受
賞

日
本
製
鉄
は
、
北
海
道
増
毛
町
、
北
海
道
古
宇
郡
泊
村
、
千
葉
県
君
津
市

沖
に
お
け
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ（
※
1
）製
品
を
活
用
し
た
藻
場
造
成
事
業
に
お
い
て
、

海
藻
藻
場
に
よ
る
C
O
2
吸
収
量
を
算
定
し
た
も
の
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合（
※
2
）よ
り
2
0
2
3
年
度
の
J
ブ
ル
ー
ク
レ

ジ
ッ
ト
®
と
し
て
認
証
さ
れ
、
3
月
19
日
の
認
証
式
に
お
い
て
発
行
を
受
け

ま
し
た
。
3
地
域
で
の
2
0
2
3
年
度
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
は
、
合
計

33
・
3
t
-C
O
2
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
全
国
21
カ
所
の
海
域
で
ビ
バ
リ
ー
®
ユ
ニ
ッ
ト（
※
3
）の
適
用
を

主
体
と
す
る
藻
場
造
成
の
実
証
試
験
を
新
た
に
開
始
。
今
後
も
、
当
社
技
術

を
活
か
し
た
上
記
取
り
組
み
を
継
続
し
、
全
国
で
藻
場
造
成
活
動
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
で
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
よ
る
C
O
2
削
減
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
第
70
回
大
河
内
賞
に
お
い
て「
高
炉

の
低
炭
素
化
と
コ
ス
ト
削
減
に
貢
献
す
る
コ
ー
ク
ス

強
度
向
上
技
術
の
開
発
」で「
大
河
内
記
念
生
産
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
で
は
、
劣
質
炭
の
配
合
に
よ
り
コ
ー
ク

ス
の
強
度
を
低
下
さ
せ
る
欠
陥
の
生
成
機
構
を
独
自

開
発
手
法
で
解
析
し
、
欠
陥
生
成
機
構
の
違
い
で
劣

質
炭
を
３
種
類
に
分
類
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
種

劣
質
炭
の
配
合
構
成
比
と
粉
砕
粒
度
を
最
適
化
、
配

合
構
成
比
に
応
じ
た
粘
結
補
填
材
の
添
加
で
製
造
さ

れ
る
コ
ー
ク
ス
中
の
欠
陥
を
低
減
し
、
高
い
強
度
を

実
現
す
る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。

本
技
術
を
九
州
製
鉄
所
(八
幡
地
区
)内
の
コ
ー
ク

ス
炉
に
導
入
し
、
世
界
最
高
水
準
の
劣
質
炭
配
合
率

74
％
を
達
成
。
九
州
製
鉄
所
(大
分
地
区
)、
関
西
製

鉄
所
(和
歌
山
地
区
)に
も
部
分
的
に
導
入
済
み
で
す
。

日
本
製
鉄
は
東
日
本
製
鉄
所
君
津
地
区
の
水
素
還
元
試
験
炉

（
内
容
積
12
㎥
）に
お
い
て
、
加
熱
し
た
水
素
を
使
用
し
て
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
す
るSuper CO

U
RSE50

技
術
の
開
発
試
験
を
２
０
２
２

年
5
月
よ
り
実
施
、
着
実
に
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

２
０
２
３
年
11
月
か
ら
12
月
に
実
施
し
た
試
験
に
お
い
て
、
世

界
最
高
水
準
の
更
新
と
な
る
、
高
炉
本
体
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

33
％
の
削
減
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
回
の
試
験
で
は
、
酸
化
鉄

（
鉄
鉱
石
）の
炭
素
還
元
に
替
え
て
水
素
還
元（
吸
熱
反
応
）を
増
や

し
て
い
く
際
に
、
加
熱
し
た
水
素
利
用
に
よ
り
高
炉
内
の
熱
バ

ラ
ン
ス
を
維
持
し
、
高
炉
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
効
果
を
検
証
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
実
証
試
験
を
進
め
、
大
型
高
炉
で
のSuper 

C
O

U
RSE50

技
術（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
50
％
以
上
削
減
）確
立
の
早

期
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、

2
0
2
1
年
３
月
に

公
表
し
た「
日
本
製
鉄

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0
」

に
お
い
て
、
本
技
術
を

活
用
し
た「
高
炉
水
素

還
元
」に「
大
型
電
炉
で

の
高
級
鋼
製
造
」「
水
素

に
よ
る
還
元
鉄
製
造
」

を
加
え
た
、
３
つ
の
超

革
新
的
技
術
を
用
い
た

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

金川 真弓さん平井 滿さん

※1：鉄鋼製造時に生産される副産物であり、鉄鋼スラグ中の鉄分が海藻や植物の育成に
役に立つことを長年の研究で明らかにしてきた。

※2：海洋の保全、再生、活用などの活性化を図ることを目的とし、海洋生物によるブルー
カーボンの定量的評価、技術開発、資金メカニズムの導入等の試験研究を行うため、
2020年7月に設立された国交省認可の技術研究組合。

※3：鉄鋼スラグと廃木材チップを発酵させた腐植土の混合物を原料とした鉄分施肥剤材
であり、森から海へと供給される鉄分を人工的に生成する鉄鋼スラグ製品。

認証式の様子

授賞式の様子

CO2▽50%以上の削減の実現に向けて、
基本原理検証～スケールアップ技術開発
を加速し、2040年頃の実機化技術確立
を目指す

今回、CO2▽33%の削減を確認

2023 年 8月公表値：CO2▽22%の削減

水素投入量 (Nm3/t-p)
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